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大牟田RC寄稿

0

大
牟
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

（Ｒ
Ｃ
）
は
、
創
立
７０
周

年
記
念
事
業

「宝
の
海
プ

ロ

ジ

エ
ク
ト
」
と
題
し
て
、
大

牟
田
の
海
洋
教
育
推
進
校
に

支
援
を
し
て
き
た
。
こ
の
事

業
で
は
同
じ
く
海
洋
教
育
に

注
力
し
て
い
る
佐
賀
県
玄
海

町
の
玄
海
み
ら
い
学
園

（小

中

一
貫
教
育
）
も
参
画
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
海
洋
教
育
実

践
交
流
会
の
歩
み
を
進
め
て

き
た
。

今
年
１
月
３‐
日
に
は
玄
海

町
海
洋
教
育
推
進
協
議
会
の

主
管
で

「令
和
６
年
度
海
洋

教
育
玄
海
子
ど
も
サ
ミ

ッ

ト
」
が
玄
海
町
町
民
会
館
文

化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
ｏ
こ
の
取
り
組
み
は
、
笹

川
平
和
財
団
の

「海
洋
教
育

パ
イ
オ
エ
ア
ス
ク
ー
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
支
援
を
受
け
た

も
の
で
、
海
は
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
の
要
素
を
包
含
し
た
魅

力
あ
る
学
習
題
材
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
海
に
も

っ
と

親
し
み
、
理
解
を
深
め
（
自

分
た
ち
の
力
で
海
を
守

っ
て

い
く
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い

学
び
を
日
本
中
の
学
校
に
広

げ
た
い
と
の
理
念
か
ら
発
足

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な

っ
て

い
る
。

こ
の
指
定
校
で
あ
る
玄
海

み
ら
い
学
園
を
は
じ
め
、
佐

賀
県
の
唐
津
青
翔
高
校
、
唐

津
市
の
呼
子
小
学
校
と
東
唐

津
小
学
校
、
鹿
児
島
県
奄
美

市
の
赤
木
名
小
学
校

（オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
）
、
そ
し
て
過
去

に
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
支
援

を
受
け
．た
大
牟
田
市
も
招
待

を
受
け
今
回
、
み
な
と
小
学

校
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
当

Ｒ
Ｃ
と
友
好
関
係
を
締
結
し

て
い
る
１
０
ｌ
Ｒ
Ｃ
の
協
力

の
下
、
台
湾
の
鼻
頭
小
学
校

も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
参
加
し

た
。各

校
か
ら
は
海
を
知
り
、

親
し
み
、
未
来

へ
保
全
す
る

取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
、
大

牟
田
市
み
な

と
小
学
校
か

ら
は

「有
明
海
と
生
き
る
た

め
に
行
動
し
よ
う
～
考
え
よ

う
！
自
助

・
共
助
～
」
と
題

し
て
２
０
２
０
年
７
月
の
豪

雨
水
害
か
ら
地
球
環
境
を
考

え
た
６
年
生
の
取
り
組
み
が

日
潮
ｃ
川
海
洋
教
育
交
流
を
推
進

発
表
さ
れ
た
。
近
隣
住
民

ヘ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
防

災
に
対
す
る
備
え
や
、
自
助

・
共
助
の
観
点
か
ら
防
災
訓

練
と
地
域
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
重
要

性
を
発
表
し
た
ｏ
ま
た
台
湾

鼻
頭
小
学
校
で
は
言
葉
の
壁

を
Ａ
Ｉ
翻
訳
の
技
術
で
乗
り

越
え
、
池
に
生
息
す
る
貴
重

な
在
来
動
植
物
復
元
計
画
に

つ
い
て
発
表
を
行

っ
た
。

海
洋
教
育
交
流
を
通
じ
て

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
海
外

の
学
友
と
共
通
の
海
の
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
郷
土

愛
や
地
球
市
民
と
し
て
の
視

野
を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
。

（大
牟
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
長
、
冨
永
宗
嗣
）

多くの学校が参加 したサミット

“

大
牟
田

も

「未
来

へ
向
け
て
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
第
５２
回
大

牟
田
市
校
区
コ
ミ

ュ
ニ
ア
ィ
研

究
大
会
が
１５
日
、
大
牟
田
文
化

八
不
館
で
開
か
れ
た
。
校
区
ま
ち

ジ
の
ま
ち
代
表
取
締
役
の
冨
山

博
史
さ
ん
、
お
お
む
た
認
知
症

カ
フ
ェ
連
絡
協
議
会
世
話
人
代

表
の
松
嶋
明
子
さ
ん
、
大
工
校

区
ま
ち
づ
ぐ
り
協
議
会
会
長
の

た
と
思
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
リ

ヘ

の
軌
跡
ヽ
」
と
い
う
題
で
発
表

し
た
。

功
労
者
は
次
の
と
お
り
「
か

っ
こ
内
は
校
区
。
敬
称
略
。

田
中
吉
治
、
小
嶋
敏
子

（以
上

天
領
）
川
口
千
代
子
、
横
田
典

子

（以
上
殷
馬
）
月
野
貞
信
、

長
瀬
憲
三

（以
上
天
の
原
）
吉

田
光
信

（高
取
）
國
崎
比
佐
志
、

有
効
求
人
倍
率
１
・響

１
年
間

で
最
も
高

い
結

玉
名
公
共
職
業
安
定
所

（申

村
由
組
所
長
）
に
よ
る
と
、
管

内

ｅ
川尾
市
、
玉
名
郡
市
）
の

２
０
２
４
年
１２
月
の
有
効
求
人

倍
率
は
前
月
を
Ｏ

・
０３
が
上
国

転
評

繹

賣
象

”
哩

赫

５
人
。
産
業
別
不

ど
で
増
加
、
医
進

く き
Ｏ
Ｘ
も
Ｒ

る
Ｒ
も
父
も

86侮摯

全
国
大
会

年
が
明
け
て
早
く
も
ひ
と

月
が
過
ぎ
、
暦
の
上
で
は
春

と
な
っ
た
。
今
年
は
去
年
の

よ
う
な
大
き
な
地
震
や
飛
行

機
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
も
な

く
、
鵜
や
か
に
過
ご
せ
た
Ｔ

月
だ

っ
た
。
　
　
　
　
　
ド

そ
ん
な
幸
せ
な
気
分

・
の
Ｉ

月
、
ゆ
っ
く
り
と
ご
当
地
つ

情
報
に
触
れ
て
目
に
留
ま
う

た
の
は

「全
国
大
八至

の
舜

面
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
塁

国
大
会
」
が
開
催
き
れ
る
場

所
は
大
都
会
と
の
イ
メ
ー
ジ

を
持

っ
て
い
て
、

は
い
え
南
の
端

．

田
で
開
催
な
ん
一

直
な
感
想
。

一
つ
目
の
内
一

市
動
物
園
で

「［

水
族
館
教
育
研
一

か
駒
た
と
い
う
・

か
ら
１
０
０
人
一

が
あ

っ
た
。
南
一

ア
メ
リ
カ
、
ム
旦

ス
ト
の
講
演
も
一

が
全
国
大
会
で
一

た
。
そ
れ
ほ
ど
！

物
園
は
革
新
的
一

ル
な
取
り
組
み
・

て
、
日
本
を
は
一

ら
も
注
目
を
集
一

い
う
こ
と
な
の
一

二
つ
目
は
新
・


